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作物におけるェチレンの生理,生態的研究井

目･ 水分 ス トレスが水稲 の生育,生理に及ぼ

す影響な らびにそのエチ レンとの関係

情 場 赴

水分ス トレス (水分の欠乏)によってエチレンの発/七が促進され,生長の抑制,落葉,

落花,老化などが誘致される (Ben-Yehoshuaand Eaks 1970.Jordan etal.1972

McMichaelgJα/.1972,Ables1973.El-BeltagyandHall1974).

土壁の位煉,水分欠乏のほか,-L感の湛水地理などでも-チL,./の発生が促進され,/Ti二

育の抑制.落莫.落花,老化などが誘致される.(Kawase 1974,E1-Beltagy and Hall

1974.MichaelgJα/,1975.JacksonandCambel1975,Kawase1976).

若者も考案したェチレ1/の'-巨物検定法を用いて同様の串IlZを認めた し鴨場 1977).

水稲の水管理技術は栽培技術の屯草な構成率滋をなしているが,この技術の生理的藩誠

については人だ僻明されていない点か少なくない.

本研究では,水分不足とェチL/ソとの馳孫を,7M.FI,I)水管理抜机との関連において検討

するために契畝を行なった.

すなわち水稲の本出初期～中期における排水,土娘の乾燥処理ならびに田代期における

十蟹の乾燥処理 (畑苗代育幽)がその後の'-E育,′ヒ理に及ぼす彫皆をェチレンの生理の面

から研究し,水稲の水管理技術の患点の一端を明らかにすることができた.

本r)T-宜を行なうに当t)椋ttJ)を伽 ､た納冊':tF沖やJ･h-⊥び似ノ｣されたIlヨ辺佳代子.A■T.r･Y･卜十一両氏に感.糾す
iJ,

実 験 方 法

奨験は 1975,76,77の3カ年にわたり硝子室で行なった.

5月下旬脱髄殻を混じた水Lu_L･.額をつめた育苗箱に正条に播種し,折衷苗代の状態で育

てたALを7月下旬,水IJJL額をつめた5千分の1アールホットに4本柵に移植し,湛水状
態で育てた.

苗代様式の'央験では,水Ii]土壌をつめた小型の宵醇箱に播種し,水苗代状態で育てた水

IAおよび畑筒代状態で育てた畑革を,それぞれ,水田 L城をつめた5千分の1ア-ルポッ

トに移植し,湛水状態で育てた.

施肥鼠は,化成肥料 (15:15:15)をノL;肥としてポット当り3g施し,追肥は8月中下

*本研究は文デwr榊学研′JjLj,Lせ｢-ナレン等ホルIt-ンの-､ラ-/-/,;l刈御1かL.ノ見た米左等ln一物の/i:.葡および
L/A!乍Pr)4'Lに附す/JIJf'稚｣(代ムフキ.ll,Jii-山:.AI也蘇り5L年把156012)の一丁邪としてhなわれた
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旬に 2gを施した.必要に応じて枇揃胤山肥を 1g用いた.夷̀験の一部では,水耕培遵法

を用い.5千分の17-ルポットで 既報 (馬場 1958‥ 鴨場,酒井 1976)のJJ法で材料,をJ

育てた.供試品種はおもにヤマピコをF=いた,
-チL,ソガス処掛 ま.ポットをアタリ-ル捌 拝観Ll)璃閉ボックスに入れ,これにrT-Jl一定の

ェチL,ソ此度になるように-チL,ンガスを.注入した.

気孔開度は isobutylalcoholと ethyleneglycolの脱酸を用いる浸潤抜 (馬場 ･酒井

1975),_単位兼酬~tLt当り蒸散坑は-JIく′レト紙法 (,I.TS喝 1958,蟻場 ･柄井 1975)によ.'た.

薬からのエチレンの発 JLraは,rlti盛 (第17た)から第2-4#･,成熟軌では 旧盛 (第 1
斐)～第2薬の非身 1,0-2.0gを用い,究'Lする-チレソ止を既軸の生物検定法 (枚運用

の トマト子葉の葉柄の/JIす｣-_偏′f=_長殉健を測定して エチレンの発′L粒度を蓑hす)j法)

(馬場 1977)により)i(Lめた.薬,})水分含Jltuエチレン発′L･.Irk-ilJ′Jくめた利料と回し盛位の材

料 1-2gについて.(生体屯一乾物IIl:)/乾物･I'TXIOOとして求めた.

薬の緑色程度は,1･･_Fl,2:LI斥緑.3:淡総,4:紘 5.堤根とLf.;.t名当り'LrF某

数は1株般長梓2/ド.4株につき求めた.

倒伏抵抗力は,漸古ら (1957.58)の-)j法にJ二I),1株ク)最盛裾2/札 2株を)机 ＼,第 3

卸間と第4卸間について虫 .ヒ('6-i爪LJL-LJ)伽分oJ)長さcm)×爪品 (各節1リ､上の部分の屯

嶺 g)すrJ:わちr附すモーメント(モーメソい,節thlj挫折荷･丑をill.lJ完し,これより倒伏指

敬 (曲げモ-メソト/挫折榊屯×10O)を/(,7出した.

根の恨化力は,根のアルファナフナールアミン酸化力(α-NA 順化)J)をtitrJ定する力法

によった (山出 ･太tHら 196L).--十キシ3/-とは既紬の方法 (鴨場･酒井 1976)に

よった.

実 験 結 果

1.中干およびエチレン処理の影響 (1975)

5月25H播碓し育てた苗を6月25日ポットに勘拙 ,慣準L̂_(常時搬水),中f (排

水)処理区 (7月2()E1-8月6L]排水),-1･レ./カース旭Pt里'.(7月26H～27lIおi:び

8月5-6Elの2帖 50pplllのェ-i-レンガス2,1吋rhLJ処即),エスレル故Jf1歳 (7月26ヒI,

#,1お 小千日上ひ-ナL,ソ池JTfl,1't水fTlilの倒代抵Tl'LノJに及はす艶珊
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(往)1日i.61+1●特唯 し≠■帖他人). 21小千処風 3.エチレンカス性Jjl!.

4 エス レル処即

2)-I:.r･のW./rE141咋区に対する他区の%

･TJ1Elろ) 中干 rQ･上ひ-- If･レン/JAFEの彬P,',

.8月6Erの2卜･1,500ppm のェスL,ルを#=T軸散布する)の別を設けた･1区3ポ ット な

お中 F区では.排水後ニト蛾がL..乾燥 したら集か蕃抑しない程度に#.水を行なった.

その結果は巾十処理すなわち水分ス トレスによって処矧 叫 こ.fHl促 した気孔開度および樽

位奥山机当り/'.AJ汝徳は処理によ[)減少し,′上物検定法で 求めた菓からの エチレンの光!1=

も増大した (第 1図). きた革丈,各節閑長,ことに下部節間艮 (第 3,4節間長)が絶締

し,-i--メソ トの減少,下部節間山里坐折荷FTLl.の増大て 倒伏指数が 軒 桁こ滞 少した (第 1,

2衷).

LI,干処即相順 に行なったェチ レソガス処 牡 お よび ェ ス レ /L,散布 地 租 で ･招 -.干処理 と は ､i'

同じように草丈,各節1瑚

長ことに下部節附長が)-･.L,

紬し,モーメソ トの 減
少∴下郎節riJlの 柵桝荷FTI:
の増大で倒伏指数が斬竹

に減少した(第1,2表).

人旧 ･中山 (1970)は

水f榊こ対するエスレル他

部で第 1-4節間は 加納
したが,第5節制の舛常

伸長を認めたが./本突放

ではこのような火常はふ

られなかった.

本'火映は,+.ノト試験で

57yl:(1978)
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あるので,染際の株の倒伏には至らなかったか,倒伏指数の大きい横単区だけでは軽度の

倒肺が見られた,

10月17日のIk軽期の調虎で,1茎当 り生存兼数は.中干区が 標準(メ.より多かったが,

エテレソ処艶区, エスレルIllJl布区は 標嘩区と差がなかった (第 1岡). また よしL(根の発生

は中干区,-チレソ処讃i区,エスレノし散布区 いずれ も牒準l_RIよりやや 少なかった (第 1
図).

2.本田期の生育各期の排水処理がその後の生育,生理に及ほす影響 ならびに そのエチ

レンとの関係 (1976)

6月26日苗を水出･L城をつめたホットに 移植して育てた 水稲について,約3歳のよう

に標準区 (常時湛水)と生育各期の 7H問排水する区を設けた,排水期間中は難が萎凋 し

ない硬度に離水した.

10月2日]i'r･位生面fILL当 り燕放.乱 柴 (兼身)の水分合成,斐からのェチレソの発'1'.出,

英の旗色程度および 1茎当 り生存斐数を調_li-_した.

その結果は,第 3表のように本ti]期の初期～中期 (No.2,3.4)および後期 (No.5)の

排水処理すなわち水分ス トレスによって成熟期においてもii't位葉蘭iLE当 り財 投-Li.典の水

J3'i,I3友 本田糊のJJ.帝糾PJにおける俳人他姓 (水L/jLストレス池畔)が

水LF:'LLLff.ノtPIJlふよひ11号からU)エチレン党′1･_に及はす膨怖

lメ 別

Ix:折弓. 排 水jgJ間

1 常 時 髄 水

2 Ⅶ20- 27

3 Ⅵr28-VnI4

:_- : I- ∵ -::∴ t 工 匠 -: --L二_

…芸 2喜:諾三.2 I 冒三三
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分合巌の低下および典からのェチレンの発生の)T/):uLl.基の緑色軽度の減少および 1茎当り

生存菓敬の減少がもたらされた.

この場命第2園のように薬からのエチレンの為生は,葉の老化と関係が深いと考えられ

る葉の緑色程度および1苫当り生存実数の減少とよりは,単位東面概当 り蒸散血および薬

の水分含鐘の減少とより密接な関係が認められた.なお排水処理 (水分ス トレス)をうけ

て2カ月以上経過した水桶 (No.2)でも,なお葉蘭私版蚤および菜の水分含丑が少なく,

薬からのエチL,ンの発生が多いことは汁1.日に値する.

3.苗代期の土壌水分が本田期の水和の生育,生理に及はす影響ならびにそのエチレン

との関係 (1976)

苗代期の水分ス トL/スの膨背をみるために,5月 10日播種し,水苗代状態および畑苗代

状態で育てた苗を6月28日水田土壌をつめたポットに 移植し,その後は 湛水状態で育て

いLIJ偶 の本田期における生育,生理の比鞭を行なった.なおチッソの施用蔵を興にするチッ

ソ標準丑区とチッソ多最区の別を設け,チッソ多最区は,硫恨アンそこ7でチッソ値を標

準最区の50%増とした.1区3ポット

出穂後約1カ月経過した9月27,28口に訓奔した結果.第4表のようI,こチッソの施用砲

にかかわらず畑苗代で育てた水稲 (畑苗稲)は水Ifb一代で育てた水稲(水苗稲)にくらべて単

位菓面損当り蒸放生および葉の水分含塵が少なく,尭からのエチレンの発生が多かった,

yJ4滋 )I(rylL稲 と畑粕稲にも.ける特性のA,T:児

L脚 :塁轡 勘 -水止
区 別 J脚

IX27 1Ⅸ28･?7､へ↓長.I,I .I81.J･･'?, ･L:;,,I;I･..:.:L.,喜･-.ll;lt',Ⅸ28I Ⅸ28 Ⅸ27- 28(18hr)
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1iH捌 軌J相当 _/I,'の水J,T汁もと 背の拙色相 だ 1甘 い.′t:_育兼故

)R牡億

(汰)九内の数字Ll那4-1<の庄LBサ

第3LXJ水l5'jfl唱と畑で耶1mこおけかF1位頗dT-駅当/trf散R.q'L;-の水'JI含iril.姫の
緑色稗臆およひ1常当三l仔常軌と焦からの-チL,ソ発/l=.との関係
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この場合第3図0)よ[)

に,瀬からのェ十レン光

_/tは,梨の緑色程度おL亡

び1茎当り生存発散とは

関係がないが,即位薬郎

机当り蒸散iLtおよび塵の

水分倉見の減少と､Hiす
る幌向が認められた,

つきに水分ス トレスが

燕の形態に7iばす形竹を

みるために,水杭Lfiflと畑

:〕′55止 水(]IL細とIIII描け(削Li]に hLけるIlt:のii'･(.'/度lTtTlfl●i

l''l'i(乱数Isよび'it孔抑他の大きさのJYLl粍

･̂: 別 L.1畿 警盟 内)ド- u野 大きさ

ド.W_肥 IL耶

i

i

i

水間flTi 530 1 13I)く78

仙耶fT･. 659 t l13×70

JJ川1Lfl.-A
畑l了鮒白

水抑稲

klnA'稲

13.9×88

ll4×79

笛桶に つき10月 20-22

ELl卜集 (第1斐)および次集 し第2糞)について集身 中央部の軸面をス ソフ法でとf),気

孔細胞 (孔辺細胞,副泉州JJa各 2衝で 構成される1組の 鮒胞)の大きさと 襟度を雌徴鈍で調

奔した.その結果は第5蓑の ように ,苗代馴 こ水分ス トレスも･うけた畑 苗稲では.うけな

昭6人 ノ)く荷稲と仙-LIh.'iの倒伏枇TJJl))の,Y-川･

:ll, 3 軌 にl】 TjL., 4 節 ILi1

･ヌ二 川 薗 (酢 澗(g)
伏救側桁 (
;

4
請
･=;
Fi
,
華･)ち~闇黒娃

cm) (ど) (g) l(cln) (g) (g)

il u AXB C 鵠 S･･′C ^ B ^xB C 鵠 冒/C

42.7 47L 201 8は 246 ㌦ 80 505 242 913 265

419 4.50 189 8:鳩 226 LJ57 491 224 933 240

494 654 323 682 474 547 7.32 l̀OO 869 46O

497 657 327 704 464 .545 720 392 956 Lll0

第7-kp 水I'llj稲と矧lYl-flfiの節開先の,T=-_1■Li

節 働 艮 (cm)

1 2 3 4

267 134 8_1 41
ヽ y I L y- ノ
40 L 12.2

26.0 130 7536＼一一一一一一一一-一一･･･.･.･.･-.､一･･一一一一一ヽ一一一-
390 1I1
30.7 1578737
＼ Y- ′､一′
464 124
31.5 15.5 7 9 3.3

470 11 2

い水苗稲にくらべて気イL

剛腹の大 きさが小 さく,

鋭敏鏡の-定規J野内の女も

孔細胞数が多かった,

LLr･1苗雁について9月30

Tl,第 3,4節間 の 曲 げ

501 モーメン トおよび挫折荷
屯を測定した結果,,第6-

588 7蓑のように畑苗稲は水
髄fl酎こくらべて, モーメ

58.2 ソ トに差が少ないが下部

_ 節間が矩かく挫折荷屯が

J■土J'iiJ̀研 究



､Pや 人きくて,珊 瑚 手数が小 !:I.､ことか.,F.～!)ド,]りこ.

4･栄養欠乏か葉からのエチ レンの発生に及はす影響 ならびに その下葉の枯れ上 りとの

関係 (1976)

兼からェチレ'/の馴 ミおよび′HF発散などに馴 'Sを一枚はす要lJqとして東熊欠乏が考えら
れたので,水仰翫隻した水稲について,/t背の申)gJL･1線 (7)]3017),チ ッソ, ･)･/酸,
カリ等を欠乏させて何てた什 村なつ くり.収性馴 こ近い 10月 10日に兼からのェテ レソV)

允/ヒ鮎と1弟当 り隼(J･機 敏 および葉の水分たJ,JiTとのL甥係を胡へた.
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祈 ｣図 :i:lXi後作を艶にす小)令に日け/:,,L存r.た･幼.t,tよ-uuや:･の

水分L?･Li.とlf.-/J･｢'のェf-し/J)針L_との問繰

その結果は第 4岡のように盛からJ)エ +レ./の碓ノLl.確度と1茎当 り工1こす[:菓数とのI糾 二は

flの相関が.=L'LJ.められたが,エチL,ソ発三L=と廉の水/jlTu,3:との間には関係が,惣められなかっ

た. ㌻なわも 水分ス トレスに 差のない この均fTには, -チ L,ソの発Jkは 辛の帖 上t) (老

化)とはL甥係が掛 ､が,葉の水分lT屯とは閥操が.ie.められなかった.

5.エチ レン処理か水稲の根の酸化力に及はす影響 (1976)

前述のように 1975イトの'R験で,小 卜処理 馴 二九･叶る ェチ レン処兜で 黒板a)発生が減少

す ることが認められた (第 1同).Lたが-,て-1二壌I的fT･および水川拭増 した水師について.

･1チレソガス処理や茎薬および根に対するェスレノ川JE布が帆のアル77ナフチールア ミソ
酸化力 (α-NA恨化JI))におよけ十㍍57甲を Lらべた,

そcl紘柴は,第 5LtAのJ:うに十填,+I-′トI:U,?,-の水Ar-i(晶稚 ヤてピコ)におけ るエチ レン

ガス (50ppm)の 24時間地坪で,出の α-N_,＼醗 化IJ)が州加 し, 黒板の%が 減少す るこ

と,その際板の/く-オキシタ-七清作が..I.･,凍ることか.ilLJ.められた

また水川托増 した水稲 (.J.]r.郁念相即 で もェ手 レ./ガス (50ppm)の 24時HE.H処現およ

びェスレルの炎而散布 (500ppm)および鰍 二村す る散布 (250ppm)で.根の α NA惟

化力が高まることが判った.
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111のa-N^ 糾 ゾ),(- 可 キ ン 仙 川 のcr-N∧他化力

J l耳 水 ～IJf

ttE)1-.tJH19)14-5Llエチレンガス処叩.9)17｢=叫'JLi 水IM 8JJ28-29Hエ十レン/,･･7.
処PP-およU'8月29Elエスレル被布｡

･1,f15岡 水稲にふけ,i-テレソ触P]!が艇の7/L7 ,,･ナフチルアミン樫

化)J.バー十二トンタ-･輔1=JH;}'.よび照供の碓ノトに牧はす野竹

6.水稲の生育時期別のエス レル処理 が生育,収丑 お よび収丑構成要素に 及 は す 影

響 (1976.77)

6月末に苗を5千分の 17-ルポ ットに3本止に移植し育てた水師について7月下旬-

9月上旬の′土育各掛 こ凡そ 10日の間隔でエスレルを薬而散布 した. 散布エスレル濃度は

1976年は 1,000ppm,1977年に 2,000ppm である,1区3jれ

その結果は,第 R表のように,相良,細長は7月 20日Lllから幼柚伸長欄の8月 22t=糊

的8表 水稲の生育各J掛こ剛ナるニスL,ル処】軸 性 骨および収はに及はす野竹 (1976)
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までのエスレル処坪で加齢した.分けつ数および他数は分けつ期処理でやや増加した.

収硫 (1鉢紺籾fl')は,エスレル濃度の大きい 1977年が濃度の小さい 1976年より地坪
による減収が大きかったが,処理時期としてほ,幼融分化期 (第 8蓑 〟)No.3)から出穂
開花期の間ことに殊柁分化期～減数'')劉朗 (第8蓑 1976,No,4,5,1977,No.3.4)処坪

による減少が大きかった.

すなわち穎花分化期の捌 父は 1砲傾花数の減少と籾 500和束の減少で (1796,No.4,節

7表 No.3),減数分萎Li矧の減収は豊熟歩合と粗500粒重の減少で減収した (1976No.5,

1977の No.4). なお 出穂開花期 の減収は 昔熱歩合の減少に よった (1976No.6,1977

No.5).

祈9尭 エスレ/L,処月)!が水稲の節簡I圭に 'P,lox, エスレ′し散布か水稲の倒Ul'

及ぼす彫鞘 (1977) に及ぼす膨珊

蒜累 節 聞 艮 (｡m)

晶鞘丁 .丁 ｡ 一救 2 日

27.1 14.5 10 6 5 2

L y t I y r
416 15.8

23.6 1LI5 62 49
} ､一一一････一･ヽ′-ー
381 11I

574

492

# 9 Li * o r 47 7

265 158 94 4 8

→■一一一一一一一ヽ･一一一一一一一ノ ､一一一一一一一一一一一-
423 L4 2

(fi.) 区番榊ェ祈8光1977と7･7)し

太侶 ･ヰ･山 (1973)はエ

スL,ル処珂Eで,船首分化期
の処u:では,節-,第二次

技杖の退化で.減数分裂糊

の処兜では第二次枝杜と耕

花の退化と不稔の発生で 1

槻前の減少が大きいことを

認めたが,本'実験ても撤FLl■

分化矧Lil(1976No.3,1977

No.2)で は 1席潮目ヒ数の

減少で減収し,減数分裂期

では 1袖甑花数,登抽渉/T

および籾 500ft塵の減少で

減収 している (1976No.5,

1977No.4)から的氏の成

紙と傾向をほぼ同じくして

いる.

57巻 (1978)
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つぎに 1977iT･･0_)粟粒材料について10月5uェスレル処理が各節附長および倒伏階数に

及ぼす彩管を調査したが,その結果は榊足した3riilの時期ともにエスレ′Lにより裾和Iill ,

ことに下部帥胤が短縮し (第9表),第4獅間で州)iLた 七-メ1/卜他uj減少と挫折荷git

の増大で倒伏指数が減少した (第 10表). この紛向は7月27日と8月6Elの2阿 /LJL押し

た第1.2裏の結果と同じ傾向である.

なお1976年の実験で生育時jpj別のエスレル処即と誹水処理の収硫(1鉢粁松虫)を対

比すると第6岡のようにいずれも幼顧分化以後の収量が漸減することが認められる.

考 察

既述のように水分/)(乏 し水分ス トレス)によって肺物体からのェチレソの発'-I･.が梢JJlけ

の乾燥処理によっても菓からのェチレン0)発生の増加が見られ,草丈,作長,柿間長こと

に下部節間長の短縮か起こることが認められた.

また本田生育の各期に排水処理Ll.:頃合,-Tl1-わも水分ス トレスIiJうけた切 斜こもW T!.

時期よりかなりの日数の経過した 10月初めに おいても,刑 :7.車両眉当り剰牧牡や 薬の水
分含茄の減少.これと平行して0)基かr､O-)--トレノの充/Liの増大が認められた.

馬場 (1955)は, 山L代〕抑こ畑状態で育っ[=畑TJllでは酢水状態で育った水部にくらへて,

本EEl期の末期までF冊 数 軒桁当I)蒸散地が減少をきたし∴榊鯛 己でtllBほれる陸幡U)体内移

行が阻害されることを認めたが,本研究でも.チッソ施用Jiitの多少にかかわらず,苗代期

に水分ス トレスをうけた畑出鰍 ようけない水甚附 こくらべて,3カ月も経過した9月末に

おいてもなお]ilr-位薬価机当り7日iyLj.土および盛の水分一合JruLの匠下ならびにそれと平行して柴

からのエチレンの発生丑の用ALlをきたしたことか認められた.

Ben-YehoshuaandAloi(1974)は Va】enciaorangeの要を相対湿度55%の室にお

くと,水分ス トレスを うけて,飽和水甚気を合む mis亡chamberにflJ･いたものに くら

べて薬の水分含丑が減少し,蕪からのェチL,ソの発/i:/取も欄加するが,これ,i,すく弓rj-び

mistchamberにもどすと非の水分合口二も,某からのエチレンの発生もノかこもどる.し

かし薬の relativeturgLdity(葉の飽水馴二対する含水TEt)が50-60%, 処理時聞10-

20時間の長い水分ス トレスを うけると兼の水分含杭も,エチレンの発生もAhに もどらな

い.そしてェテレソの発生と瀕の relativeturgldity との問に 高し､負の相関が あるとい

う.

一般に植物は乾燥状態に育つと,掛目L白の大きさの減少や単位集lA]揖当i)の抑伯数,気孔

数の増加,表皮細胞順の肥厚などの乾性的形態を/Jてすようになる(入/1.71XlmOV1925.Boyer

1968.McCreeandDavis1974,CutlergJ〆,1977).

本研究でも苗代期に水分ス トレスを うけた畑冊上ス トレス/kうけない水苗にくらべて,

止尭 (頂薬)まで気孔細胞の大きさの減少や判立薬plBl梢当り気孔細胞数の増加lのJ:うな乾
性的形態を示すことが認められた.

以上の言朋事実から,L'flJ代Jg]および木U]NLにうけた乾燥による硬化 (droughthardning)
は生育の位後まで好守平を及はし,叱性的形態や納物体U)水分含hEや判立Jje･面枇当り蒸散山

の減少のような乾燥適応的生理仲川を示すようになると考えられる.
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ŷerbeandGomez-Cnmpo(1977)リ, -./ケイ革科 tJ)一一柿 である BlJL')Phyl/um

i"bijlorum のL)JT用 して乾妹させ硬化LT=Shoo[は脱水か′レなく,桝冷塊の増Jull, 三桁['lj

ILlV容ILL･の減少を/トすか Sh00tが峻化也Filを うけた 叫掛 二分化してなかった仮糞 (pllyL-

lodes)の始原体 もノt艮してから同じようTi:頼政4L,/示したことを 指摘 したが,このことと

水餅究で水分ス トレスを うけfJ_Jff一汗ヒ)抑二木/ご分化していない止勤的ミ･.I,Z性的形態を示 した こ

とと符節を同 じくしているよr)に,riJ.われる.

El-BeltagyandHall(1974)は Viciafabaが十城のI.lt燥 他FFI.を うけ[=とき, 始めは

蛇嫌に伴って多iT十のエチレンが発生する/J:,敬11経過すると三張緑糸含薪の伏 卜に伴 う薬の

老化の進17に 1'･行して刊び多iitの-+ L,./の発/ト･_することを認めた.

本肝充て も水川増益Lた水fITiで/卜背の後JuHこ-1ッソや-)IUを欠乏させると､楽の緑色の

減退や下盛の帖上T)と1'''行して尭からの-+レンの発牛の増加が認め られた.

しかし苗代期や本冊jt月に水分ス トレスを うけた腸 fTには,嚢からのユチレ･/秦/17.は幾の

触色程度や 1基当 I)生存基数の減少とよf)は噌位]jlf･面ftti当 り蒸散蕊や薬の水分含立の減少

とより符接な関係のあることが認め られた.

したがってJIL=青の初朋～rll)tuに うけた水分ス トレスの彫轡が老化の膨轡よりも大きくて

エチレンの発′ヒ舶)ミ薬LJ)水分令故や中位盛的沌〔の派少 とよL)帝械な関係を′JA,･十 ことになっ
たと推測される.

瀬古 (1962)けい1-I(排水)で.'島牧 (197O)は甘托購樹0)排水地凡て,一卜湘節IIFHの仲
鼓の抑制,下部節間の挫折荷重の増大等に よる捌伏指数の減少を認めた.本研究では,中

1二,排水処理など本EEl掛 こうけた水分ス トレスで同様の簡安が認め られたはか りてな く,

r'll-r代期に うけた水分ス トレスでもほ何 T.'j様の仰向が認められた.

さらにく｣一膏U)各)緋こわけるエスレルの散布姓PITの場合に も同様に下部節間の細縮,曲げ

モ-メ'/卜の減少,下部節間挫折LF_の欄大による鮒 火指数UL)減′如 ミ認められた.

したがってあえて推測がゆるされるならば./1=_背の初期摘､ら中)抑こうけた水分ス トレス

によって誘導されたェサ L,ソの発生の増加が Lば らくつづき草丈,群長,節間長の短縮,

J＼いてはIt-メソ ト 柿間挫折荷 重の増大を誘放 して,倒伏机抗ノ)を増大 させ ることにな

るとも考えられる.

Ayerbeand Gomez-Campo(1977)は前にふれた Bryoluhyllum tubtPorum の研究

で,5ppm のエス レル池畔で硬化の症故と似た症徴か みられることか らエチレンが 硬化

の仲立ち-/LpY･する役をはたしているのてはないかともJ5-えられると述べている.本研究ても

水分ス トレス,エチレン,硬化 ,.ltZl生的形7乱 柁煉適応的生理作用の錐得との間に一連の

関係があることを7]て唆 しているように も思われる.はたして-チレソが効果の仲立をして

いるかかかは今後の椀封を必要とす るPllJ雌てあ/)ラ.

また水稲では観化分化糊から山地l朋 El朋ことに減数分3,fu訓がその前後の時制より千言7に

よわいが (和B_iら),高漁度のエス レ/L,姓轡で もほぼ同時畑は1補熱 こよわいが.干告の発

現にエチレンがいかように関係している/Jl否か も今後の検討lLll雌であ)'jう.

･)LL水状態に適応 した水脈 よ,植物休FJIE.=油気机織がよく発逐する (山崎 1943)ととも

に板に二価鉄や α-NAを恨化するノブをそなえている (山tB･太II11961,馬場 1958).

この水稲の根の憶化)Jは,呼吸代謝の過樫It･′巨成される過酸化水素の存在の下で彬新パ

-オキツダーーL･fが軌 ､て生ずるといわれている (LHll]･太EfI1957,Matsunaka1960)I
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り,湿醤抵抗力の大きい作物てはエチレンに対する抵抗力が大きいといわれている(Smlth

andRobertson1971).

中山ら (1973)は境野栽培中のダイズとトマ トの根圏をェチレンガスで処理した場合,

ダイズでは根の α-NA酸化力が著しく増大するが, トマ トでは 紫しく低下したことを認

め,このことは前者が後者より雅語抵抗力の大きいことと関係があるとした.
本研究でも湿雪抵抗力の最も大きい水稲はェチレン処靴で根のα-NA酸化力が増大し,

黒板の発生が少なくなること,また酸化力の増大に1･P行して根のパーオキシダーゼ活性が

高まることが認められた,

中干 (排水)処理により根の α一NA酸化力が柑大すること (宮坂 1970),中干ことに

中干後間断漉瀧によって根の α-NA朽射ヒカが 苦しく高まる ことが 知られている (松島

1973).

したがって中干 (排水)の効果の原田の一つとして,中干 (排水)による土壌中への酸

訳の沿入,土壌の慨化還元乍引立の上田･のほかに中干 (排水)に伴い水分ス トレスをうけた
場合のエチレンの発生の増大による根の恨化ププの蛸大も一部関係しているとも考えられよ

･う.

摘 要

土壌水分の制御による生育調節は水稲栽培技術の屯勢串萌の一つである.最近エチレン

が水分ス トレス等によって生成されて,植物の生長調節に虚勢な役rlIlJを銑じていることが

明らかにされた.したがって本旧朋および筒代胤 こおける土歩水分の低下が生育,収榊こ

いかなる影響を及ぼすかについてエチレソとの関連において研究を行なうとともに生育時

期別のエチレンの膨掛 こついても実験を行なった.そのおもな結果は次のようである.な

お植物体からのエチレンの発生程度は,続審の考察した,エチレンによるトマ ト子葉の上

偏生長角度mTJ定によるェ子レソの生物険定法 (BIOaSSay)によって求めた.

(1) 中干 (排水)による水分ス トレスにより気孔開鮭およびirF位葉両税当りJ勘牧砲の

減少ならびに斐からのエチレンの発j-の増加が認められた.

(2) 本田期の生育各期に7日間の排水処即 (水分ス トレス処理)を行なったが,処理

後El数の経過 した成熟掛 こおいても処取 こより中位東面梢当り-!%(改訳および葉の水分含態

の低下,薬からのエチレソの発fl三並の増加,弟の緑色程度の減少,1篭当り牛存薬数の減

少が認められた.そのうち薬からのエチレンの発生iLtは剛;L葉画街当り/酎牧止および薬の

水分含丑の減少との間に密接な関係が認められた.

(3) 常代期に畑状態で育てられて水分ストレスをうけた畑~馴 ま,湛水状健で育てられ

て水分ス トレスをうけない水師 こくらべて,本別期の後期までLil･位其面T'i'壬当1)-['.%赦免およ

び葉の水分含鼠が少なく,かつ刑1L共画机当り気孔鮒個数が冬く,気孔細胞の大きさが小

さいことが認められた.

これらの現象は,苗代期に水分ス トレスをうけた畑菌が硬化 (droughthardening)を

うけ乾燥適応的生理作用と乾性的形態を独得したことによると推測される,またこのこと

は水分ス トレスの後作用としてエチレンの発生が多くなることとのIiS=J連も示唆される.

(4) 本EEl期の生育有刺の エスレル/LL理 (1,000ppm および 2,000ppm)と収IJrfT_(精

84 tiq<苧 W I)i:



籾垂)および収並構IJに要求 との開拓をしらべ,幼船分化糊から出穂開花期の処矧 こより1

穂頑花数,豊熟歩(T,500杓茄が接少して減収することが認められた.
(5) 苗代糊および本u期の水分ス トレス処理およびエチレンまたはエス レル処理によ

って同 じように草il,梓長,下部節問良 モー}ソ トの減少および下部節間の挫折荷範の

増大によって倒伏指数か減少することが認められた.この-gT実と水分ス トレスに よるェf･
レンの発生との閑適が推測された.

(6) 水稲の茎薬 および税に対す るェチ レン勉矧 こより板の α-NA 酸化力が増大 し,

,'J.t椴の発生が減'Jy'することが認められた.木Ll]期の排水に上る根の鮭全化,憶化力神大 と

排水による水分ス トレスに伴 うエチレンの発生の増加との関係が検.付された.
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